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県　人　口 ： 1,939,702人
対　前　月 ： -831人
　　男　　 ： 958,972人
　　女　　 ： 980,730人
世　帯　数 ： 804,640世帯

（県移動人口調査  ：令和元年７月１日現在） 

FAX
県内の味覚狩り体験の情報をお知らせして
います。「ググっとぐんま公式サイト」（ググ
っとぐんま観光宣伝推進協議会ホームペー
ジ）https://gunma-dc.net/

ブドウ狩り（榛東村他）

（1）ぐんま広報　令和元年9月 1日発行

　
７
月
21
日
の
群
馬
県
知
事
選
挙
で
初
当
選
を
果
た
し
た
山や

ま
も
と本

一い
ち

太た

新
知
事
は
、同
月
29
日
に
多
く
の
関
係
者
や
県
議
会
議
員
、

職
員
な
ど
が
拍
手
で
迎
え
る
中
、
初
登
庁
し
ま
し
た
。

　
登
庁
セ
レ
モ
ニ
ー
の
後
、
職
員
に
向
け
て
「
同
じ
や
り
方
の

踏
襲
だ
け
で
は
、
激
し
く
変
化
す
る
社
会
の
中
で
群
馬
県
は
浮

上
で
き
な
い
。
県
民
の
力
を
結
集
す
る
た
め
知
恵
を
絞
り
、
現

場
主
義
、
当
事
者
意
識
、
積
極
的
な
姿
勢
、
明
確
な
目
的
意
識

を
持
っ
て
仕
事
に
当
た
っ
て
欲
し
い
」と
訓
示
を
行
い
ま
し
た
。

県
民
の
皆
さ
ま
へ 

山
本
一
太
知
事
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

　

現
場
で
汗
を
か
く
プ
レ
ー
ヤ
ー
の
代
表
と
し
て
、
生
ま
れ

育
っ
た
群
馬
県
の
た
め
に
全
力
で
働
か
せ
て
い
た
だ
く
覚
悟
で
す
。

　
県
の
経
済
活
性
化
を
目
標
に
掲
げ
る
の
は
当
然
の
こ
と
で
す

が
、
も
っ
と
大
切
な
の
は
「
県
民
の
幸
福
度
」
を
向
上
さ
せ
る

こ
と
で
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
医
療
・
福
祉
・
介
護
な
ど
の
社

会
保
障
や
教
育
・
子
育
て
環
境
を
少
し
で
も
充
実
さ
せ
、
県
土

強き
ょ
う

靱じ
ん

化
や
基
幹
道
路
の
整
備
な
ど
を
含
む
「
安
心
を
支
え
る
社

会
基
盤
」
を
構
築
す
る
こ
と
が
不
可
欠
で
す
。

　
ま
た
県
民
の
「
新
た
な
プ
ラ
イ
ド
」
を
醸
成
す
る
こ
と
も
重

要
で
す
。
群
馬
県
は
豊
か
な
観
光
資
源
や
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
住

環
境
な
ど
魅
力
に
あ
ふ
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
潜
在
力
に
見

合
っ
た
評
価
を
得
て
い
る
と
は
言
い
難
い
状
況
で
す
。
多
く
の

県
民
が
感
じ
て
い
る
停
滞
感
を
、
知
事
の
精
力
的
な
ト
ッ
プ

セ
ー
ル
ス
で
果
敢
に
打
ち
破
っ
て
い
き
ま
す
。

　
県
民
の
幸
福
度
、
故
郷
へ
の
愛
情
、
自
慢
度
を
高
め
る
こ
と

で
、
人
口
の
流
出
に
歯
止
め
を
か
け
、
住
み
た
い
と
思
う
故
郷

を
創
生
で
き
る
と
確
信
し
て
い
ま
す
。私
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
は「
世

界
で
１
人
し
か
い
な
い
知
事
に
な
っ
て
、
群
馬
県
を
世
界
中
に

発
信
す
る
」
で
す
。
群
馬
県
の
主
役
は
一
人
一
人
の
県
民
の
皆

さ
ん
で
す
。
力
を
合
わ
せ
て
ワ
ク
ワ
ク
す
る
よ
う
な
新
し
い
群

馬
県
を
創
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

昭
和
33
年
１
月
24
日
、草
津
町
生
ま
れ
。
県
立
渋
川
高
等
学
校
、

中
央
大
学
法
学
部
を
卒
業
後
、
米
国
ジ
ョ
ー
ジ
タ
ウ
ン
大
学
大

学
院
修
士
課
程
を
修
了
。
国
際
協
力
事
業
団
（
Ｊジ

ャ

イ

カ

Ｉ
Ｃ
Ａ
）
な

ど
へ
の
勤
務
を
経
て
、
平
成
７
年
に
群
馬
選
出
の
参
議
院
議
員

と
し
て
当
選
後
、４
期
約
24
年
の
間
に
内
閣
府
特
命
担
当
大
臣
、

参
議
院
予
算
委
員
長
な
ど
を
歴
任
し
、
令
和
元
年
に
群
馬
県
知

事
に
初
当
選
。
趣
味
は
音
楽
活
動
。
座
右
の
銘
は
「
直
滑
降
」。

山
本
一
太
知
事
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

山
本
県
政
が
始
動

初登庁後、知事室で意気込みを述べる山本知事

登庁セレモニーで祝福を受ける

初の記者会見に臨む

甲子園出場を決めた前橋育英高校ナインを激励

「
県
民
の
幸
福
度
」
向
上
と
「
新
た
な
プ
ラ
イ
ド
」
の
醸
成

　
　
　
　
　
　
　
　
～  

群
馬
の
魅
力
を
世
界
に
発
信  

～

※知事の記者会見をライブ配信する他、日々の活動を県公式ツイッター、フェイスブックなどで配信しています。詳しくは８ページをご覧ください



ぐんま広報　令和元年9月 1日発行（2）

　
高
齢
化
の
進
展
に
伴
い
、
認
知
症
高
齢
者
の
増
加
が
見
込
ま
れ
て
い

ま
す
。
認
知
症
は
、
高
齢
に
な
れ
ば
誰
で
も
発
症
す
る
可
能
性
が
あ
る

身
近
な
問
題
で
、
決
し
て
人
ご
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
認
知
症
の
人
の

多
く
は
地
域
で
暮
ら
し
て
い
る
た
め
、
家
族
だ
け
で
は
な
く
社
会
全
体

の
正
し
い
理
解
と
優
し
い
見
守
り
が
必
要
で
す
。

知
ろ
う
、考
え
よ
う
、認
知
症

～
９
月
は
認
知
症
理
解
促
進
月
間
で
す
～

高
齢
化
と
認
知
症

　
認
知
症
と
は
、
脳
が
さ
ま
ざ
ま
な
原
因

で
ダ
メ
ー
ジ
を
受
け
、
認
知
機
能
が
低
下

し
て
起
こ
る
生
活
上
の
支
障
が
、
お
よ
そ

６
カ
月
以
上
続
い
て
い
る
状
態
を
指
し
ま
す
。

　
認
知
症
は
高
齢
に
な
る
に
つ
れ
て
発
症

し
や
す
く
な
る
た
め
、
高
齢
化
の
進
展
に

伴
っ
て
さ
ら
に
増
え
る
こ
と
が
予
想
さ
れ

て
い
ま
す
。
２
０
２
５
年
に
は
65
歳
以

上
の
高
齢
者
の
５
人
に
１
人
が
発
症
す
る

と
推
計
さ
れ
て
お
り
、
い
ず
れ
は
誰
も
が

認
知
症
に
な
っ
た
り
、
認
知
症
の
人
と
関

わ
っ
た
り
す
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
私

た
ち
は
人
ご
と
と
し
て
無
関
心
で
い
る
の

で
は
な
く
「
自
分
の
問
題
で
あ
る
」
と
い

う
認
識
を
持
つ
こ
と
が
大
切
で
す
。

暮
ら
し
や
す
い
地
域
に
す
る
た
め
に

　
認
知
症
の
人
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
た
め
に

は
、
症
状
に
応
じ
た
適
時・適
切
な
医
療・

介
護
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
と
相
談
体
制
の
充

実
な
ど
が
重
要
で
す
。
県
で
は
「
認
知
症

の
人
と
そ
の
家
族
が
地
域
で
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
体
制
整
備
の
推
進
」
の
た
め
の
施

策
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
認
知
症
の
人
や
そ
の
家
族
が
暮
ら
し
や

す
い
社
会
に
す
る
た
め
に
は
、
当
事
者
だ

け
で
な
く
、
地
域
全
体
が
認
知
症
に
つ
い

て
正
し
く
理
解
し
、
見
守
る
こ
と
が
必
要

で
す
。
認
知
症
に
関
す
る
正
し
い
知
識
を

身
に
付
け
、
認
知
症
カ
フ
ェ
な
ど
に
参
加

し
て
認
知
症
の
人
や
そ
の
家
族
と
交
流
を

持
つ
こ
と
が
、
理
解
を
深
め
る
き
っ
か
け

に
な
り
ま
す
。
認
知
症
に
つ
い
て
よ
く
知

ら
な
い
人
も
、
地
域
の
一
員
と
し
て
で
き

る
こ
と
か
ら
始
め
て
み
ま
し
ょ
う
。

　
認
知
症
の
人
に
必
要
な
対
応
や
、
地
域

で
支
え
る
取
り
組
み
を
紹
介
し
ま
す
。

　
前
橋
市
の
認
知
症
初
期
集
中
支
援
チ
ー

ム
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
認
知
症
の
人
と
そ
の

家
族
を
支
援
し
て
き
た
、
群
馬
医
療
福
祉

大
学
の
山
口
教
授
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

　
「
認
知
症
初
期
集
中
支
援
チ
ー
ム
は
、

主
に
高
齢
者
の
相
談
窓
口
で
あ
る
『
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
』
か
ら
の
依
頼
で
活

動
し
ま
す
。
医
師
の
他
、
医
療
・
介
護
の

専
門
職
で
構
成
さ
れ
、
認
知
症
が
疑
わ
れ

る
人
や
、
認
知
症
の
人
と
そ
の
家
族
を
訪

問
し
ま
す
。
そ
し
て
生
活
の
困
り
事
を
丁

寧
に
確
認
し
て
そ
の
原
因
と
解
決
方
法
を

一
緒
に
考
え
、
適
切
な
医
療
に
結
び
つ
く

よ
う
に
支
援
す
る
こ
と
で
、
本
人
や
家
族

の
不
安
の
軽
減
を
図
り
ま
す
。

山
やまぐちともはる
口智晴さん

・まずは見守る
・余裕を持って対応する
・声を掛けるときは１人で
・後ろから声を掛けない
・優しい口調で
・穏やかに、はっきりした話し方で
・相手の言葉に耳を傾けてゆっくり対応する

　

認
知
症
の
人
は
認
知
機
能
が
低
下
し
、

生
活
動
作
や
周
囲
の
人
と
の
関
係
性
に
支

障
が
出
ま
す
。
認
知
機
能
障
害
は
目
に
見

え
に
く
い
の
で
、
周
囲
が
困
惑
す
る
こ
と

も
多
い
で
す
。
そ
の
た
め
、
例
え
ば
足
を

骨
折
し
て
い
る
人
に
『
急
い
で
』
と
は
言

わ
な
い
の
に
、忘
れ
っ
ぽ
い
人
に
は『
さ
っ

き
言
っ
た
で
し
ょ
』
と
言
っ
て
し
ま
う
こ

と
が
よ
く
あ
り
ま
す
。

　
一
方
で
、
認
知
症
の
人
も
さ
ま
ざ
ま
な

不
便
さ
や
不
安
を
常
に
感
じ
て
い
ま
す
。

周
囲
の
人
は
不
安
が
軽
減
す
る
よ
う
に
関

わ
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
そ
れ
は
結
果
的

に
、
認
知
症
の
症
状
緩
和
や
お
互
い
の
穏

や
か
な
生
活
に
つ
な
が
り
ま
す
。
認
知
症

に
関
す
る
不
安
や
専
門
医
療
の
受
診
希
望

が
あ
る
人
は
、
早
め
に
近
く
の
相
談
窓
口

を
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

　
認
知
症
だ
か
ら
と
い
っ
て
特
別
な
対
応

を
す
る
の
で
は
な
く
、
優
先
席
で
席
を
譲

る
よ
う
な
、
相
手
へ
の
思
い
や
り
が
大
切

で
す
。『
自
分
が
認
知
症
に
な
っ
て
も
お

互
い
さ
ま
な
社
会
』『
尊
重
し
合
え
る
社

会
』
に
し
て
い
け
る
と
い
い
で
す
ね
」

特 集

認知症の人とその家族が
地域で安心して暮らせる

体制整備の推進

認知症への理解を深める県民運動
認知症サポーターの養成支援、認知症普及
啓発活動など

早期診断・適切な医療の提供
および相談体制の充実
認知症相談窓口の設置、認知症疾
患医療センター設置運営など

若年性認知症施策
若年性認知症支援コーディ
ネーター設置など

本人・家族支援
家族会への支援、本人ミーティング

地域支援体制の構築
県認知症高齢者等SOSネットワー
ク、認知症カフェの設置推進など

群馬県の認知症施策

◆認知症の症状とは

◆認知症の人と接するときには

○認知機能が低下して起こる症状（中核症状）
　時間・場所・人物などが分からなくなる見
当識障害、記憶障害、理解力・判断力の障害、
計画を立てたり段取りができなくなる実行機能
障害など
　→治りにくいが、進行を遅らせることがで　
　きる場合も
○中核症状が基になって現れる症状
　不安・焦燥、うつ状態、幻覚・妄想、徘

はいかい
徊、

興奮・暴力、不潔行為など
　→社会的環境により改善できる可能性も

認
知
症
を
理
解
す
る



問い合わせ先

ぐんま広報　令和元年9月 1日発行（3）

「Ｄカフェみつまた」に集まった幅広い年代の人たち

　「
認
知
症
の
人
や
そ
の
家
族
を
地
域
で

支
え
る
交
流
の
場
」
を
提
供
し
て
い
る
三

俣
さ
ん
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

　
「
前
橋
市
内
で
運
営
し
て
い
る
グ
ル
ー

プ
ホ
ー
ム
の
一
部
を
月
１
回
開
放
し
『
Ｄ

カ
フ
ェ
み
つ
ま
た
』を
開
催
し
て
い
ま
す
。

こ
こ
で
は
飲
食
物
の
提
供
や
ゲ
ー
ム
、
野

菜
の
即
売
、
薬
剤
師
に
よ
る
お
薬
相
談
な

ど
を
行
っ
て
い
て
、
認
知
症
の
人
だ
け
で

な
く
、
地
域
の
子
ど
も
た
ち
や
大
人
も
参

加
し
て
、
世
代
を
超
え
た
交
流
を
楽
し
ん

で
い
ま
す
。

　
現
在
『
認
知
症
カ
フ
ェ
』
と
い
う
名
前 三

みつまた
俣和
かず
哉
や
さん

県庁地域包括ケア推進室　☎027-226-2616

で
こ
の
よ
う
な
活
動
が
全
国
に
広
が
っ
て

い
ま
す
が
、
認
知
症
で
な
け
れ
ば
行
っ
て

は
い
け
な
い
の
で
は
、
と
い
う
誤
解
を
生

む
た
め
、こ
こ
は
『
Ｄ
カ
フ
ェ
』
と
呼
び
、

建
物
も
内
装
を
明
る
く
す
る
な
ど
居
心
地

が
良
く
な
る
よ
う
に
工
夫
し
て
い
ま
す
。

　
カ
フ
ェ
と
は
別
に
、
地
域
に
認
知
症
の

人
が
住
ん
で
い
る
こ
と
を
知
っ
て
も
ら
う

た
め
の
イ
ベ
ン
ト『
Ｒラ

ン
Ｕ
Ｎ
伴と
も
＋プ
ラ
ス

ぐ
ん
ま
』

を
開
催
し
て
い
ま
す
。
県
内
各
地
か
ら
ス

タ
ー
ト
し
、
１
本
の
た
す
き
を
ゴ
ー
ル
の

県
庁
ま
で
つ
な
い
で
走
り
ま
す
。
参
加
者

は
認
知
症
の
人
だ
け
で
な
く
施
設
の
職
員

や
利
用
者
、
認
知
症
の
人
が
暮
ら
す
地
域

の
人
な
ど
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
活
動
を
通
し
て
、
認
知

症
の
人
が
皆
さ
ん
の
近
く
に
住
ん
で
い
る

と
い
う
こ
と
を
知
っ
て
ほ
し
い
で
す
。
は

だ
し
で
外
を
歩
い
て
い
る
人
や
、
夜
中
に

パ
ジ
ャ
マ
姿
で
出
歩
い
て
い
る
人
が
い
た

ら
、
勇
気
を
出
し
て
声
を
掛
け
て
も
ら
う

こ
と
で
、
行
方
不
明
の
人
が
見
つ
か
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
皆
さ
ん
も
機
会
が

あ
れ
ば
、
近
く
の
カ
フ
ェ
に
参
加
し
て
み

て
く
だ
さ
い
」

日　程　9月29日（日）　
時　間　午後1時30分～3時30分（受け付けは１時から）
場　所　群馬会館（前橋市大手町）
演　題　認知症とともに笑顔で生きる
講　師　丹

た ん

野
の

智
と も ふ み

文（ご本人のためのもの忘れ総合相談窓口「お
れんじドア」代表・若年性認知症当事者）
定　員　400人（先着順）
申込期限　9月18日（水）
申し込み方法　はがきまたはファクス。参加者全員の氏名・職
業・認知症患者本人（家族）または支援者の別、代表者の住所
・電話番号・Eメールアドレスを記載してください
その他　自動車でお越しの場合は、県庁県民駐車場（前橋市大
手町）をご利用ください
申し込み・問い合わせ先　県庁地域包括ケア推進室（〒371-
8570　☎下記　　　027-243-2044）

医療機関名 電話番号
1 群馬大学医学部付属病院（前橋市） 027-220-8047
2 上毛病院（前橋市）＊ 027-266-1814
3 老年病研究所付属病院（前橋市）＊ 027-252-7811
4 サンピエール病院（高崎市）＊ 027-347-4477
5 田中病院（吉岡町）＊ 0279-54-5560
6 篠塚病院（藤岡市）＊ 0274-20-1103
7 西毛病院（富岡市）＊ 0274-63-8120
8 吾妻脳神経外科循環器科（東吾妻町）＊ 0279-68-5211
9 内田病院（沼田市）＊ 0278-24-5329
10 原病院（伊勢崎市）＊ 0270-74-0633
11 美原記念病院（伊勢崎市）＊ 0270-20-1700
12 東毛敬愛病院（太田市） 0276-26-1794
13 つつじメンタルホスピタル（館林市）＊ 0276-57-6366

◆認知症の相談窓口をご利用ください ◆認知症サポーターになりませんか？

◆認知症に関する講演会のお知らせ

→地域の高齢者の総合相談窓口である地域包括支援センターに
ご相談ください。詳しくは県ホームページ（https://www.
pref.gunma.jp/02/d2310055.html）をご覧くだ
さい。

　※右図から読み取れます

　各市町村にいるキャラバン・メイトが実施する認知症サポー
ター養成講座を受講・修了した人のことです。
　サポーターは認知症に関する正しい知識を持ち、認知症の人
や家族を温かく見守る応援者です。6月30日現在、県内で約
14万人が養成講座を受講しています。
　養成講座は県内各地で開催しており、修了者にはサポーター
の証であるオレンジリングを渡しています。開催日時など詳し
くは、お近くの地域包括支援センター（URL左記）にお問い
合わせください。→まずはかかりつけ医に相談しましょう。また下記認知症疾患

医療センターでは、認知症疾患に関する鑑別診断、専門医
療相談などを実施しています。

→「認知症の人と家族のための電話相談」
相談日・時間　月～金曜日（祝日を除く）午前10時～午後3時
相　談　先　☎027-289-2740

＊印の認知症疾患医療センターでは、若年性認知症（注）を支援す
るコーディネーターが配置されています
（注）若年性認知症について
　65歳未満で認知症の症状が現れることを「若年性認知症」といいま
す。働き盛りで家庭を支える年代の患者が多く、経済的な問題や家族の
身体的・精神的負担が大きいといわれています

　認知症の人とその家族、地域住民など誰で
も自由に参加できる集いの場は、地域によっ
て「オレンジカフェ」などと呼ばれています。
自由に話をしたり、認知症に関する情報交換
をしたりできる他、専門職が介護相談に応じ
る所もあります。
　現在県内各市町村で開催されていますので、気軽にお立ち
寄りください。詳しくは近くの地域包括支援センター（URL
下記）にお問い合わせください。

認知症の人・家族を支援するカフェへ行こう

○認知症について相談したい、介護予防サービスや介護保
険サービスを利用したい

認知症サポーターとは

○認知症について不安がある、認知症の人の介護経験があ
る家族に話を聞いてほしい

○物忘れが気になる、診察をしてほしい

FAX

認
知
症
の
人
を
支
え
る
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自動車税が変わります

あなたの周りのブロック塀は安全ですか？
　８月30日から９月５日は防災週間です。地震時にブロック塀が倒壊すると、その下敷き
になり死傷者が出たり、道路をふさぎ、避難や救助活動の妨げになったりします。
　建築基準法に適合しない、または破損・老朽化したブロック塀は、地震時に倒壊する恐れ
がありますので、所有するブロック塀を自己点検してください。
自己点検について
　右図の①～⑤の項目を自己点検してください。１つでも不適合がある場合や、分からない
ことがあれば、建築士などの専門家へ相談してください。倒壊する恐れがあると判断された
場合は、撤去するなどの改善をしてください
県内の補助制度
　道路沿いの倒壊する恐れがあるブロック塀の撤去などに対し、高崎市、桐生市、館林
市、渋川市、大泉町が補助制度を設けています
※詳しくは市役所・町役場にお問い合わせください
問　県庁建築課（☎０２７－２２６－３７０８）

元気県ぐんま21推進月間

花と緑のぐんまづくりｉｎみなかみ
～ふるさとキラキラフェスティバル～

日　９月23日（月）まで
所

・メイン会場…たくみの里（みなかみ
町須川）
・サテライト会場…道の駅「水紀行
館」（みなかみ町湯原）、道の駅「矢
瀬親水公園」（みなかみ町月夜野）
内　秋ソバの花と黄金色の稲穂が広がるメイン会場では、秋の収穫な
どをイメージした花壇が見られます。花と緑のコンテスト、スタンプ
ラリー、フォトコンテストなどを開催中です。週末・祝日には、各種
ステージイベントを実施します 
￥　無料　他　詳しくは、花と緑のぐんまづくりホームページ（Ｈ参
照）をご覧ください
問　県庁都市計画課（☎０２７－２２６－３５４３）、みなかみ町エ
コパーク推進課（☎０２７８－２５－５０２９）

県議会「第3回前期定例会」
　9月18日（水）に開会し、本会議と委員会は、どなたでも簡単な
手続きで傍聴できます。
日・ 議事予定 

 開会時刻 　午前10時（予定）　￥　無料
 申し込み方法 　当日、会場に直
他　本会議と決算特別委員会の総括質疑・採決は、県議会Ｈ（http: 
//www.gunma-pref.stream.jfit.co.jp/）でご覧になれます。ま
た本会議の質疑および一般質問は、群馬テレビでも生中継します
問 　県議会事務局政策広報課（☎０２７－８９７－２８９２）

日程 議事予定 日程 議事予定

９月

18日㈬ 本会議（開会・提案説明）

10月

4日㈮ 特別委員会

24日㈫ 本会議（質疑および一般質問） 9日㈬ 本会議
（委員長報告・議決・決算提案説明）

25日㈬ 本会議（質疑および一般質問） 15日㈫ 決算特別委員会（分科会）

27日㈮ 本会議（質疑および一般質問） 16日㈬ 決算特別委員会（分科会）

10月
1日㈫ 常任委員会 25日㈮ 決算特別委員会（総括質疑・採決）

2日㈬ 常任委員会 30日㈬ 本会議（決算委員長報告・議決）

　全ての県民が心身ともに健康で、生涯を通じて生き生きと豊かに暮
らせるよう、９月を「元気県ぐんま21推進月間」としています。
　県では、県民の健康づくりにとって大切な生活習慣の実践事項であ
る「ぐんま元気（GENKI）の５か条」を推進しています。皆さんも
「ぐんま元気の５か条」に取り組んでみませんか。
「ぐんま元気（GENKI）の５か条」
・第１条　げんき（元気）に動いて　ぐっすり睡眠
・第２条　えんぶん（塩分）ひかえて　食事はバランスよく
・第３条　なかま（仲間）をつくって　健康づくり　
・第４条　きんえん（禁煙）めざして　お酒は適度に
・第５条　いいは（歯）を保って　いつも笑顔
他　歩くことを楽しむための「ぐんま元気アプリ」を公開し、12月
31日（火）まで「ビンゴチャレンジ」を開催中です。詳しくはＨを
ご覧ください
問　県庁保健予防課（☎０２７－２２６－２６０４）、県保健福祉事務所

　10月1日から、毎年４月１日に自動車を所有している人に課税さ
れる自動車税や自動車の購入時に課税される自動車取得税の制度が変
わります。
自動車税（種別割）の税率引下げ
・自動車の排気量などに応じて毎年かかる「自動車税」は「自動車税
（種別割）」に名称が変更されます
・令和元年10月1日以降に初回新規登録を受けた自家用の乗用車
（登録車）から、自動車税（種別割）の税率が引き下げられます　　
自動車取得税の廃止と環境性能割の導入
・自動車取得税が廃止され、環境性能割が導入されます
・環境性能割の税率は、自動車の燃費性能などに応じて、自動車の取
得価額に対し、自家用の登録車は０～３％、営業用の登録車と軽自動
車は０～２％です
・環境性能割は、新車・中古車を問わず対象となります
問　県庁税務課（☎０２７－２２６－２１９８）

○ファクスによる問い合わせは、県庁広報課（027-243-3600）へINFORMATION
インフォメーション ○問い合わせの際は、番号を間違えないようにお願いします

○ HPはぐんま広報ホームページ版（https://www.pref.gunm 
a.jp/cate_list/ct00001205.html）をご覧ください

凡　例 日 日程・時間　　 所 場所　　 内 内容休 休館日　　
￥ 費用　　対 対象・資格　　  他 その他　　申 申込先

問 問い合わせ先　　定 定員（先 先着　抽 抽選　選  選考）
受 受付・申込期間（必 必着　消 消印有効）

申し込み方法など
直 直接・持参　　郵 郵送　　☎  電話　　 E  Eメール　　 F  ファクス
〒 郵便番号　　 フ フリーダイヤル
シ  電子申請受付システム（https://s-kantan.jp/pref-gunma-u/）



https://www.pref.gunma.jp/cate_list/ct00001205.html
はぐんま広報ホームページ版をご覧ください（右図から読み取れます）HP
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お
知
ら
せ

秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動

　
交
通
ル
ー
ル
の
順
守
と
正
し
い
交
通
マ

ナ
ー
の
実
践
に
よ
り
交
通
事
故
を
防
止
す

る
た
め
「
秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動
」
を

実
施
し
ま
す
。

日　
９
月
21
日
～
30
日

ス
ロ
ー
ガ
ン　
そ
の
車
間　
心
の
せ
ま
さ

が　
見
え
て
ま
す

サ
ブ
ス
ロ
ー
ガ
ン　
シ
ー
ト
ベ
ル
ト　
ま

え
も
う
し
ろ
も　
カ
チ
ッ
と
ね

運
動
重
点　

・
子
ど
も
と
高
齢
者
の
安
全
な
通
行
の
確
保

・
高
齢
運
転
者
の
交
通
事
故
防
止

・
夕
暮
れ
時
と
夜
間
の
歩
行
中
・
自
転
車

乗
用
中
の
交
通
事
故
防
止

・
全
て
の
座
席
の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と
チ
ャ

イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
正
し
い
着
用
の
徹
底

・
飲
酒
運
転
の
根
絶

問　
県
警
察
本
部
交
通
企
画
課
（
☎
０
２

７
・
２
４
３
・
０
１
１
０
内
線
５
０
４
２
）

)

県
有
施
設
な
ど
の
使
用
料
や
手

数
料
を
改
定
し
ま
す

　
消
費
税
法
お
よ
び
地
方
税
法
の
改
正
に

よ
り
、
10
月
１
日
か
ら
消
費
税
お
よ
び
地

方
消
費
税
の
税
率
が
８
％
か
ら
10
％
に
引

き
上
げ
ら
れ
ま
す
。

　
こ
れ
に
伴
い
、
県
有
施
設
な
ど
の
使
用

料
や
検
査
手
数
料
な
ど
を
改
定
し
ま
す
。

改
定
す
る
使
用
料
な
ど　
Ｈ
で
確
認
す
る

か
、
担
当
課
や
各
施
設
な
ど
に
直
接
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

問　
県
庁
財
政
課
（
☎
０
２
７
・
２
２
６

・
２
０
９
４
）

野
生
キ
ノ
コ
の
安
全
確
認
に
つ

い
て

　
山
野
に
自
生
し
て
い
る
キ
ノ
コ
は
放
射

性
物
質
の
影
響
を
受
け
や
す
い
と
い
わ
れ

て
お
り
、
基
準
値
超
過
に
よ
り
、
現
在
も

県
内
７
市
町
村
で
出
荷
制
限
が
要
請
さ
れ

て
い
ま
す
。

自
家
消
費
す
る
場
合　
食
品
の
基
準
値
で

あ
る
１
㌔
㌘
当
た
り
１
０
０
ベ
ク
レ
ル
を

超
え
る
放
射
性
物
質
を
含
ん
だ
も
の
を
食

べ
な
い
よ
う
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。
市
町

村
に
よ
っ
て
は
自
家
消
費
を
目
的
と
し
た

食
品
検
査
を
実
施
し
て
い
ま
す
の
で
確
認

し
て
く
だ
さ
い

流
通
・
販
売
を
目
的
に
採
取
す
る
場
合　

必
ず
出
荷
単
位
ご
と
に
放
射
性
物
質
の
検

査
を
し
、
基
準
値
以
下
で
あ
る
こ
と
を
確

認
し
て
か
ら
出
荷
し
て
く
だ
さ
い
。
出
荷

制
限
な
ど
が
要
請
さ
れ
て
い
る
地
域
で
採

取
さ
れ
た
も
の
は
、
放
射
性
物
質
が
基
準

値
以
下
で
あ
っ
て
も
流
通
・
販
売
は
で
き

ま
せ
ん

※
県
内
の
出
荷
制
限
、
出
荷
自
粛
な
ど
の

状
況
は
Ｈ
で
確
認
で
き
ま
す

他　
野
生
キ
ノ
コ
に
は
有
毒
な
も
の
が
あ

り
ま
す
。知
ら
な
い
キ
ノ
コ
は
採
っ
た
り
、

食
べ
た
り
し
な
い
で
く
だ
さ
い

問　
県
庁
林
業
振
興
課
（
☎
０
２
７
・
２

２
６
・
３
２
３
６
）

プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
を
市
町

村
が
販
売
し
ま
す

　
10
月
１
日
の
消
費
税
お
よ
び
地
方
消
費

税
の
税
率
引
き
上
げ
に
よ
る
、
住
民
税
非

課
税
の
人
・
乳
幼
児
の
い
る
子
育
て
世
帯

の
消
費
に
与
え
る
影
響
を
緩
和
す
る
と
と

も
に
、
地
域
に
お
け
る
消
費
を
喚
起
・
下

支
え
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
25
％
お
得
な

プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
を
住
所
地
の
市
町

村
が
販
売
し
ま
す
。

対・
住
民
税
非
課
税
の
人
（
課
税
者
の
扶
養

親
族
に
な
っ
て
い
る
人
な
ど
は
除
く
）

・
平
成
28
年
４
月
２
日
～
令
和
元
年
９
月

30
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
子
の
い
る
世
帯
の

世
帯
主

※
住
民
税
非
課
税
の
人
に
は
、
購
入
引
換

券
交
付
申
請
書
が
、
子
育
て
世
帯
に
は
購

入
引
換
券
が
郵
送
さ
れ
ま
す

申
請
期
間
（
住
民
税
非
課
税
の
人
の
み
）

11
月
頃
ま
で

使
用
期
間　
お
お
む
ね
10
月
～
２
年
３
月
頃

他　
申
請
期
間
や
使
用
期
間
な
ど
は
、
市

町
村
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。
詳
し
く
は

住
所
地
の
市
町
村
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ 

さ
い

問　
県
庁
市
町
村
課
（
☎
０
２
７
・
２
２

６
・
２
２
２
１
）

２
・
３
年
度
の
競
争
入
札
に
参

加
を
希
望
す
る
事
業
者
の
資
格

申
請
を
受
け
付
け
ま
す

　
ぐ
ん
ま
電
子
入
札
共
同
シ
ス
テ
ム
の
共

同
利
用
参
加
団
体
で
は
、
団
体
ご
と
に
２

・
３
年
度
の
入
札
参
加
資
格
者
名
簿
を
作

成
し
ま
す
。

　
競
争
入
札
に
参
加
を
希
望
す
る
事
業
主

は
、
申
請
情
報
を
登
録
し
て
く
だ
さ
い
。

対　
参
加
団
体
の
競
争
入
札
に
参
加
を
希

望
す
る
事
業
主

※
平
成
30
・
31
年
度
の
入
札
参
加
資
格
者

名
簿
に
登
載
さ
れ
て
い
る
事
業
主
を
含
み

ま
す

受・
物
品
・
役
務
…
10
月
１
日
㈫
～
31
日
㈭

・
建
設
コ
ン
サ
ル
…
12
月
２
日
㈪
～
20
日
㈮

・
建
設
工
事
…
２
年
１
月
７
日
㈫
～
28
日
㈫

※
い
ず
れ
も
必

申
し
込
み
方
法　
ぐ
ん
ま
電
子
入
札
共
同

シ
ス
テ
ム
に
登
録
の
上
、
郵

※
シ
ス
テ
ム
の
稼
働
時
間
は
月
～
金
曜
日

の
午
前
９
時
～
午
後
７
時
（
祝
日
を
除
く
）

※
詳
し
く
は
「
ぐ
ん
ま
電
子
入
札
共
同
シ

ス
テ
ム
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
」
（
Ｈ
参
照
）

を
ご
覧
く
だ
さ
い

申
・
問　
県
Ｃキ

ャ

ル

ス

Ａ
Ｌ
Ｓ
／
Ｅイ

ー

Ｃシ
ー

市
町
村
推

進
協
議
会
（
県
庁
建
設
企
画
課
内　
〒
３

７
１—

８
５
７
０　
☎
０
２
７
・
２
２
６

・
３
５
３
３
）

県
立
図
書
館
の
休
館

　
県
立
図
書
館
は
、
秋
季
特
別
整
理
の
た

め
、
次
の
と
お
り
休
館
し
ま
す
。
こ
の
特

別
整
理
で
は
、
蔵
書
点
検
お
よ
び
資
料
整

理
・
館
内
施
設
整
備
な
ど
、
開
館
中
に
で

き
な
い
作
業
を
実
施
し
ま
す
。

日　
10
月
１
日
㈫
～
４
日
㈮

問　
県
立
図
書
館
（
☎
０
２
７
・
２
３
１

・
３
０
０
８
）

高
等
学
校
な
ど
の
生
徒
を
対
象

と
し
た
奨
学
の
た
め
の
給
付
金

　
高
等
学
校
や
専
修
学
校
（
高
等
課
程
）

な
ど
の
授
業
料
以
外
の
教
育
費
負
担
を
軽

減
す
る
た
め
、
返
還
が
不
要
な
給
付
金
を

給
付
し
ま
す
。

対　
次
の
全
て
に
該
当
す
る
世
帯

・
市
町
村
民
税
所
得
割
額
お
よ
び
県
民
税

所
得
割
額
が
非
課
税
ま
た
は
生
活
保
護
制

度
の
う
ち
生
業
扶
助
を
受
給
し
て
い
る

・
保
護
者
や
親
権
者
が
県
内
に
在
住
し
て

い
る

・
生
徒
が
平
成
26
年
４
月
１
日
以
降
に
就

学
支
援
金
の
支
給
対
象
校
に
入
学
し
、
令

和
元
年
７
月
１
日
現
在
在
籍
し
て
い
る

（
休
学
中
を
除
く
）

申
し
込
み
方
法　
所
定
の
申
込
用
紙

※
県
内
の
高
等
学
校
な
ど
に
在
籍
す
る
場

合
は
、
別
途
学
校
長
が
指
定
す
る
期
限
ま

で
に
、
学
校
を
経
由
し
て
提
出

※
県
外
の
高
等
学
校
な
ど
に
在
籍
す
る
場

合
は
、
申
込
先
に
直
接
提
出

申
込
用
紙
入
手
先　
Ｈ

問・
国
公
立
学
校
在
籍
の
場
合
…
県
庁
管
理

課
（
☎
０
２
７
・
２
２
６
・
４
５
４
３
）

・
私
立
学
校
在
籍
の
場
合
…
県
庁
学
事
法

制
課
（
☎
０
２
７
・
２
２
６
・
２
１
４
２
）

募
　
集

「
グ
ッ
ド
デ
ザ
イ
ン
ぐ
ん
ま
」商
品

　
県
内
の
企
業
が
製
造
ま
た
は
販
売
す
る

商
品
で
、
デ
ザ
イ
ン
に
優
れ
た
も
の
を

「
グ
ッ
ド
デ
ザ
イ
ン
ぐ
ん
ま
商
品
」
と
し

て
選
定
し
ま
す
。
選
定
さ
れ
た
商
品
は
、

選
定
商
品
カ
タ
ロ
グ
や
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

へ
の
掲
載
、
商
品
展
示
会
で
の
展
示
を
行

う
他
、
グ
ッ
ド
デ
ザ
イ
ン
ぐ
ん
ま
の
シ
ン

ボ
ル
マ
ー
ク
を
使
用
で
き
ま
す
。

対　
県
内
で
デ
ザ
イ
ン
さ
れ
た
工
業
製

品
、
ク
ラ
フ
ト
製
品
ま
た
は
製
品
パ
ッ
ケ

ー
ジ
で
、
県
内
で
製
造
ま
た
は
９
月
30
日

㈪
ま
で
に
県
内
で
販
売
さ
れ
て
い
る
も
の

応
募
資
格　
応
募
商
品
の
製
造
業
者
ま
た

は
販
売
業
者

※
販
売
業
者
が
応
募
す
る
場
合
は
、
自
社

開
発
商
品
ま
た
は
製
造
業
者
の
応
募
承
認

を
得
た
も
の
に
限
る

受　
９
月
30
日
㈪
ま
で
消

応
募
方
法　
所
定
の
応
募
用
紙

他　
詳
し
く
は
Ｈ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

問　
県
庁
工
業
振
興
課
（
☎
０
２
７
・
２

２
６
・
３
３
５
８
）

ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

　
い
じ
め
や
不
登
校
な
ど
、
学
校
生
活
に

お
け
る
児
童
・
生
徒
の
心
理
的
な
問
題
の

解
決
に
役
立
て
る
こ
と
を
目
的
に
、
県
内

の
公
立
小
・
中
学
校
、
中
等
教
育
学
校
お

よ
び
県
立
高
等
学
校
に
配
置
す
る
ス
ク
ー

ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
を
募
集
し
ま
す
。

勤
務
期
間　
２
年
４
月
１
日
㈬
～
３
年
３

月
５
日
㈮

応
募
資
格　
２
年
４
月
１
日
現
在
、
69
歳

以
下
で
心
身
と
も
に
健
康
な
、
次
の
い
ず

れ
か
に
該
当
す
る
人

・
公
認
心
理
師
ま
た
は
臨
床
心
理
士

・
精
神
科
医

・
児
童
・
生
徒
の
心
理
に
関
し
て
高
度
に

専
門
的
な
知
識
お
よ
び
経
験
が
あ
り
、
学

校
教
育
法
第
１
条
に
規
定
す
る
大
学
の
学

長
、
副
学
長
、
学
部
長
、
教
授
、
准
教

授
、
常
勤
講
師
、
助
教
の
職
に
あ
る
、
ま

た
は
あ
っ
た

・
大
学
院
修
士
課
程
を
修
了
し
、
１
年
以

上
の
心
理
臨
床
業
務
ま
た
は
児
童
・
生
徒

を
対
象
と
し
た
相
談
業
務
の
経
験
が
あ
る

・
大
学
ま
た
は
短
期
大
学
を
卒
業
し
、
５

年
以
上
の
心
理
臨
床
業
務
ま
た
は
児
童
・

生
徒
を
対
象
と
し
た
相
談
業
務
の
経
験
が

あ
る

・
医
師
で
、
１
年
以
上
の
心
理
業
務
ま
た

は
児
童
・
生
徒
対
象
の
相
談
業
務
経
験
が

あ
る

選
考
方
法　
書
類
選
考
、
面
接

受　
10
月
１
日
㈫
～
15
日
㈫
消

申
し
込
み
方
法　
所
定
の
申
込
用
紙

申
込
用
紙
配
布
場
所
・
問　
県
庁
義
務
教

育
課
（
☎
０
２
７
・
２
２
６
・
４
６
１
３
）

※
申
込
用
紙
は
、
Ｈ
か
ら
も
入
手
で
き
ま
す

心
臓
血
管
セ
ン
タ
ー
心
臓
病
予

防
ヘ
ル
ス
ア
ッ
プ
教
室
（
い
な

ほ
コ
ー
ス
）

日　
10
月
１
日
㈫
～
12
月
27
日
㈮
の
火
ま

た
は
金
曜
日
（
全
12
回
）　
午
後
１
時
～

４
時

所　
県
立
心
臓
血
管
セ
ン
タ
ー
（
前
橋
市

亀
泉
町
）

内　
医
師
や
健
康
運
動
指
導
士
、
管
理
栄

養
士
、
薬
剤
師
な
ど
の
医
療
ス
タ
ッ
フ
に

よ
る
健
康
教
室
で
す
。
１
時
間
の
講
義
と

２
時
間
の
運
動
実
習
を
実
施
し
ま
す

対　
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
症
候
群
が
気
に
な
る

20
歳
以
上
の
人

定　
15
人
先

￥　
３
万
５
千
円
（
医
師
の
問
診
、
運
動

負
荷
テ
ス
ト
、
血
液
検
査
料
、
運
動
指
導

料
な
ど
）

受　
９
月
10
日
㈫
ま
で

申
し
込
み
方
法　
☎
ま
た
は
Ｆ
。
住
所
、

氏
名
、
生
年
月
日
、
電
話
番
号
を
お
知
ら

せ
く
だ
さ
い

申
・
問　
県
立
心
臓
血
管
セ
ン
タ
ー
（
☎

０
２
７
・
２
６
９
・
７
４
５
５　
Ｆ
０
２

７
・
２
６
９
・
１
４
９
２
）

試
　
験

県
立
産
業
技
術
専
門
校
推
薦
試
験

試
験
日　
10
月
11
日
㈮

定　
各
科
12
人

願
書
受
付
期
間　
10
月
１
日
㈫
～
４
日
㈮

　
午
後
５
時
15
分
必

募
集
科

・
県
立
前
橋
産
業
技
術
専
門
校
…
生
産
技

術
科
、
電
気
技
術
科
、
Ｃキ

ャ

ド

Ａ
Ｄ
技
術
科
、

テ
ク
ニ
カ
ル
金
属
科

・
県
立
高
崎
産
業
技
術
専
門
校
…
メ
タ
ル

技
術
科
、
機
械
技
術
科
、
住
ま
い
づ
く
り

科
、
塗
装
シ
ス
テ
ム
科
、
自
動
車
整
備
科

視覚に障害がある人のために「ぐんま広報」の点字版、テープ版およびCD版（デイジー）を発行しています。希望する人は、県庁広報課（☎027-226-2162）までお問い合わせください
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・
県
立
太
田
産
業
技
術
専
門
校
…
機
械
シ

ス
テ
ム
科
、
電
気
シ
ス
テ
ム
科
、
自
動
車

整
備
科
、
Ｃ
Ａ
Ｄ
シ
ス
テ
ム
科
、
溶
接
ク

ラ
フ
ト
科

受
験
資
格
　
次
の
全
て
に
該
当
す
る
人

・
高
等
学
校
（
県
立
高
崎
産
業
技
術
専
門

校
の
自
動
車
整
備
科
は
中
学
校
）
を
２
年

３
月
に
卒
業
見
込
み
の
人
な
ど
で
、
調
査

書
の
全
体
の
評
定
平
均
値
が
３
・
０
以
上

か
つ
進
路
希
望
先
の
第
１
位
で
あ
る

・
在
籍
す
る
学
校
長
か
ら
推
薦
さ
れ
た

出
願
書
類　
入
校
願
書
、
入
校
推
薦
書
、

進
学
用
調
査
書

出
願
先
・
問

・
県
立
前
橋
産
業
技
術
専
門
校
（
前
橋
市

石
関
町　
☎
０
２
７
・
２
３
０
・
２
２
１
１
）

・
県
立
高
崎
産
業
技
術
専
門
校
（
高
崎
市

山
名
町　
☎
０
２
７
・
３
２
０
・
２
２
２
１
）

・
県
立
太
田
産
業
技
術
専
門
校
（
太
田
市

新
野
町　
☎
０
２
７
６
・
３
１
・
１
７
７
６
）

催
　
し

県
ぶ
ど
う
品
評
会

日　
９
月
５
日
㈭　
午
前
10
時
～
午
後
３
時

所　
県
庁
（
前
橋
市
大
手
町
）

内　
県
内
で
生
産
さ
れ
た
ブ
ド
ウ
の
秀
作

の
展
示
・
販
売
、
生
産
者
に
よ
る
直
売

・
生
産
者
に
よ
る
直
売
…
10
時
か
ら
商
品

終
了
ま
で

・
展
示
品
の
一
般
公
開
…
正
午
か
ら
３
時

ま
で

・
展
示
品
の
販
売
…
３
時
か
ら
販
売
品
終

了
ま
で

￥　
無
料

申
し
込
み
方
法　
当
日
、
会
場
に
直

問　
県
庁
蚕
糸
園
芸
課
（
☎
０
２
７
・
２

２
６
・
３
１
３
６
）

里
親
制
度
説
明
会

　
知
っ
て
い
る
よ
う
で
知
ら
な
い
里
親
制

度
に
つ
い
て
、
知
り
た
い
人
や
な
り
た
い

人
向
け
に
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

対　
里
親
制
度
に
興
味
が
あ
る
人

日
・
所

・
９
月
６
日
㈮　
午
後
１
時
～
４
時　
玉

村
町
役
場
（
玉
村
町
下
新
田
）

・
９
月
20
日
㈮　
午
後
１
時
～
４
時　
伊

勢
崎
市
役
所
（
伊
勢
崎
市
今
泉
町
）

・
９
月
27
日
㈮　
午
後
１
時
～
４
時　
前

橋
市
保
健
セ
ン
タ
ー
（
前
橋
市
朝
日
町
）

￥　
無
料

申
し
込
み
方
法　
当
日
、
会
場
に
直

問　
県
庁
児
童
福
祉
課
（
☎
０
２
７
・
２

２
６
・
２
６
２
８
）

県
総
合
防
災
訓
練

　
８
月
30
日
か
ら
９
月
５
日
ま
で
の
防
災

週
間
に
ち
な
み
、
県
と
富
岡
市
で
は
、
県

民
の
防
災
意
識
の
高
揚
と
防
災
関
係
機
関

な
ど
相
互
の
連
携
強
化
を
図
る
た
め
、
自

衛
隊
・
警
察
・
消
防
・
民
間
事
業
者
や
自

主
防
災
組
織
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
と
協

力
し
て
、
総
合
防
災
訓
練
を
実
施
し
ま
す
。

日　
９
月
７
日
㈯　
午
前
８
時
～
午
後
１
時

所　
富
岡
市
北
部
運
動
公
園
（
富
岡
市
上

黒
岩
）

内・
震
災
・
山
林
火
災
や
テ
ロ
対
策
訓
練

・
防
災
な
ど
に
関
す
る
展
示
や
各
種
イ
ベ

ン
ト

・
地
震
・
大
雨
な
ど
の
自
然
災
害
を
体
験

で
き
る
車
両
を
使
っ
た
体
験
型
訓
練　

￥　
無
料

申
し
込
み
方
法　
当
日
、
会
場
に
直

問　

県
庁
危
機
管
理
室
（
☎
０
２
７
・   

２
２
６
・
２
２
４
４
）

「
救
急
の
日
」
記
念
講
演
会

日　
９
月
９
日
㈪　
午
後
２
時
30
分
～
４
時

所　
県
公
社
総
合
ビ
ル
（
前
橋
市
大
渡
町
）

内　
９
月
９
日
の
「
救
急
の
日
」
を
含
む

１
週
間
は
「
救
急
医
療
週
間
」
で
す
。
こ

れ
に
ち
な
み
、
講
演
会
を
開
催
し
ま
す

演
題
・
講
師

・
群
馬
県
の
小
児
救
急
医
療
～
今
ま
で
と

こ
れ
か
ら
～　
松ま

つ

井い

敦あ
つ
し（
前
橋
赤
十
字
病

院
小
児
科
部
長
）

・
脳
卒
中
の
警
告
サ
イ
ン
、
す
ぐ
に
救
急

車
を
！　
小こ

島じ
ま

好よ
し
ひ
ろ広

（
館
林
地
区
消
防
組

合
消
防
本
部
消
防
司
令
補
）

定　
２
０
０
人
先

￥　
無
料

申
し
込
み
方
法　
当
日
、
会
場
に
直

問　
県
庁
医
務
課
（
☎
０
２
７
・
２
２
６

・
２
５
３
４
）

群
馬
ナ
イ
ス
ハ
ー
ト
フ
ェ
ア

日　
９
月
10
日
㈫
～
12
日
㈭　
午
前
９
時

～
午
後
５
時

※
10
日
は
１
時
か
ら
、
12
日
は
３
時
ま
で

所　
県
庁
（
前
橋
市
大
手
町
）

内　
知
的
障
害
児
者
施
設
・
事
業
所
で
製

作
さ
れ
て
い
る
陶
芸
品
・
絵
画
・
木
工
・

布
製
品
な
ど
の
手
工
芸
品
、
無
添
加
の
パ

ン
や
加
工
食
品
な
ど
を
展
示
・
販
売
し
ま
す

￥　
無
料

申
し
込
み
方
法　
当
日
、
会
場
に
直

問　
県
庁
障
害
政
策
課
（
☎
０
２
７
・
２

２
６
・
２
６
３
２
）

ぐ
ん
ま
ベ
ト
ナ
ム
交
流
祭

　
本
県
と
ベ
ト
ナ
ム
と
の
交
流
を
紹
介
す

る
と
と
も
に
、
ベ
ト
ナ
ム
の
食
や
文
化
を

体
験
で
き
る
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

日・
10
月
４
日
㈮　
午
前
11
時
～
午
後
６
時

・
５
日
㈯　
午
前
10
時
～
午
後
4
時

所　
県
庁
（
前
橋
市
大
手
町
）

￥　
無
料

申
し
込
み
方
法　
当
日
、
会
場
に
直

他　
当
日
は
混
雑
が
予
想
さ
れ
る
た
め
、

公
共
交
通
機
関
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

問　
県
庁
外
国
人
活
躍
推
進
課
（
☎
０
２

７
・
２
２
６
・
３
３
９
４
）

収
穫
感
謝
祭

日　
10
月
５
日
㈯
、
６
日
㈰　
午
前
９
時

30
分
～
午
後
３
時

所　
Ｊ
Ａ
ビ
ル
（
前
橋
市
亀
里
町
）

内　
県
産
農
林
水
産
物
や
加
工
品
、
伝
統

工
芸
品
な
ど
の
展
示
・
即
売
の
他
、
音
楽

コ
ン
サ
ー
ト
、
郷
土
芸
能
の
上
演
、
野
菜

の
抽
選
会
な
ど　
　
　
　

￥　
無
料

申
し
込
み
方
法　
当
日
、
会
場
に
直

問　
県
庁
ぐ
ん
ま
ブ
ラ
ン
ド
推
進
課
（
☎

０
２
７
・
２
２
６
・
３
１
２
９
）

恒例のキャベツの抱え取り

ぐ
ん
ま
酒
と
食
の
祭
典　
～
ＫカＡ

Ｎン

ＰパＡ
Ｉイ

！ 

Ｇグ

ン

マ

Ｕ
Ｎ
Ｍ
Ａ
～

日　
10
月
５
日
㈯
、
６
日
㈰　
午
前
10
時

～
午
後
５
時

※
６
日
は
4
時
ま
で

所　
ビ
エ
ン
ト
高
崎
（
高
崎
市
問
屋
町
）

内　
群
馬
の
地
酒
や
ク
ラ
フ
ト
ビ
ー
ル
、

ワ
イ
ン
の
飲
み
比
べ
が
で
き
る
他
、
地
域

の
地
場
産
食
品
や
名
物
料
理
を
味
わ
う
こ

と
が
で
き
ま
す

￥　
無
料

※
酒
の
試
飲
は
チ
ケ
ッ
ト
の
購
入
が
必
要

（
前
売
り
券
＝
１
５
０
０
円
、
当
日
券
＝
２

千
円
）

申
し
込
み
方
法　
当
日
、
会
場
に
直

問　
県
庁
工
業
振
興
課
（
☎
０
２
７
・
２

２
６
・
３
３
５
８
）　

 期　日 　１０月２６日（土）　 開演時刻 　午後６時45分（６時開場）
 会　場 　高崎芸術劇場（高崎市栄町）
 内　容 　指揮：アレクサンドル・ラザレフ、曲目：グラズノフ／バレエ音
楽《四季》作品67、プロコフィエフ／バレエ音楽《ロメオとジュリエット》
作品64より【ラザレフ版】
 入 場 料 　ＳＳ席＝６，５００円、Ｓ席＝５，５００円、
Ａ席＝５，０００円、Ｂ席＝４，０００円、Ｃ席＝３，０００円
 入場券販売場所 　群馬音楽センター、チケットぴあ、群馬交響楽団事
務局（高崎市高松町）など
  群馬交響楽団事務局　 ※9月中旬に高崎芸術劇場内に移転予定
       027-322-4316　   http://www.gunkyo.com/

日程 開始時刻 会場 対戦相手

９月1日（日）

午後1時

桐生球場 茨城アストロプラネッツ

９月８日（日） 伊勢崎市野球場 新潟アルビレックスＢＣ

日程 開始時刻 対戦相手

９月21日（土） 午後５時
仙台８９ＥＲＳ

９月22日（日） 午後１時
10月４日（金） 午後７時

茨城ロボッツ
10月５日（土） 午後２時

群馬ダイヤモンドペガサス試合情報 群馬クレインサンダーズ試合情報

 入場料 　全席自由（当日券だけ）　一般＝１，５００円、
　　　　　小・中学生＝５００円　※小学生未満は無料
  群馬ダイヤモンドペガサス
　    027-386-6088 　    http://d-pegasus.com/

 会　場 　ヤマト市民体育館前橋（前橋市上佐鳥町）
 入場料 　席種などにより異なります。詳しくはお問い合わせください
 入場券購入先 　群馬クレインサンダーズホームページ
  群馬プロバスケットボールコミッション　
　    ０２７- ２８９-９５６２　  https://g-crane-thunders.jp/

 会　場 　正田醤油スタジアム群馬（前橋市敷島町）
 入場料 　指定席＝2,900円　※自由席は席種などにより異なり
ます。詳しくはお問い合わせください
 入場券販売場所 　ベイシアワールドスポーツ西部モール店（伊勢崎
市宮子町）・前橋みなみモール店（前橋市新堀町）など

 ザスパクサツ群馬 　 
　   027-225-2350　  https://www.thespa.co.jp/ 

 

日程 開始時刻 対戦相手

　９月28日（土） 午後３時 アスルクラロ沼津
10月　5日（土） 午後２時 藤枝ＭＹＦＣ

群馬交響楽団定期演奏会情報ザスパクサツ群馬試合情報

昨年度の総合防災訓練の様子



県民リポーター自薦受け付け中！ 詳しくは県庁広報課まで（ 027-226-2171） 。リポーターの記事は県ホームページ（https://www.pref.gunma.jp/01/b2111261.html）でご覧になれます

県
民
リ
ポ
ー
タ
ー
だ
よ
り

　
群
馬
に
は
魅
力
的
な
山
・
湖
・
温
泉

・
寺
院
な
ど
、
観
光
ス
ポ
ッ
ト
が
た
く

さ
ん
あ
り
ま
す
。
榛
名
湖
と
一
緒
に
楽

し
め
る
榛
名
神
社
を
紹
介
し
ま
す
。

　
榛
名
山
の
中
央
に
あ
る
榛
名
湖
か
ら

南
西
に
約
４
㌔
下
る
と
、
左
側
に
関
東

屈
指
の
神
社
の
一
つ
、
榛
名
神
社
が
あ

り
ま
す
。１
４
０
０
年
の
伝
統
を
誇
り
、

権
現
造
り
の
本
殿
を

は
じ
め
国
の
重
要
文

化
財
や
建
造
物
、
天

然
記
念
物
な
ど
が
境

内
や
参
道
に
数
多
く

あ
り
ま
す
。
途
中
に

あ
る
千
本
杉
の
参
道

は
、
真
夏
で
も
冷
気

が
爽
や
か
で
、
樹
齢

５
０
０
年
を
超
え
る
杉
が
林
立
す
る
見

応
え
の
あ
る
エ
リ
ア
で
す
。

　
現
在
、
門
前
に
は
十
数
軒
の
宿
坊
や

土
産
店
が
点
在
し
、
情
緒
あ
ふ
れ
る
街

並
み
を
の
ん
び
り
と
散
策
で
き
ま
す
。

最
近
で
は
、
若
い
人
た
ち
に
パ
ワ
ー
ス

ポ
ッ
ト
と
し
て
も
人
気
が
高
ま
っ
て
い

ま
す
。

榛
名
神
社

増ま
す

田だ

勝か
つ

弘ひ
ろ

さ
ん（
前
橋
市
）

ぐんま広報　令和元年9月 1日発行 https://www.pref.gunma.jp/cate_list/ct00001205.html
はぐんま広報ホームページ版をご覧ください（右図から読み取れます）HP

（7）

美
術
館
・
博
物
館

な
ど
の
催
し

＊
印
の
施
設
で
は
、
障
害
者
手
帳
な
ど
を

お
持
ち
の
方
と
そ
の
介
護
者 （
１
人
）
は

無
料
で
す
。
証
明
で
き
る
も
の
を
お
持
ち

く
だ
さ
い

ぐ
ん
ま
昆
虫
の
森
季
節
展
「
秋

の
野
山
の
昆
虫
展
」
＊

日　
10
月
28
日
㈪
ま
で　
午
前
９
時
30
分

～
午
後
５
時
（
入
園
は
４
時
30
分
ま
で
）

休　
月
曜
日
（
９
月
16
日
、
23
日
、
10
月

14
日
、
28
日
を
除
く
）、
9
月
17
日
、
24

日
、
10
月
15
日
（
い
ず
れ
も
火
曜
日
）

所　
県
立
ぐ
ん
ま
昆
虫
の
森
（
桐
生
市
新

里
町
）

内　
秋
の
野
山
で
見
ら
れ
る
バ
ッ
タ
や
ト

ン
ボ
な
ど
の
昆
虫
に
つ
い
て
、
標
本
展
示

や
パ
ネ
ル
で
紹
介
し
ま
す
。
ま
た
実
際
に

虫
の
鳴
き
声
を
聞
い
た
り
、
観
察
し
た
り

で
き
ま
す

入
園
料　
一
般
＝
４
１
０
円
、
大
学
・
高

校
生
＝
２
０
０
円
、
中
学
生
以
下
＝
無
料

問　
☎
０
２
７
７
・
７
４
・
６
４
４
１

日
本
絹
の
里
企
画
展
「
ち
り
め

ん
創
作
人
形
展
～
絹き

ぬ
い
ろ彩
ワ
ン
ダ

ー
ラ
ン
ド
～
」
＊

日　
９
月
５
日
㈭
～
11
月
４
日
㈪　
午
前

９
時
30
分
～
午
後
５
時

休　
火
曜
日
（
10
月
22
日
を
除
く
）、
10

月
23
日
㈬

所　
県
立
日
本
絹
の
里
（
高
崎
市
金
古
町
）

内　
ち
り
め
ん
や
着
物
の
古
ぎ
れ
を
使
用

し
、
日
常
の
風
景
を
テ
ー
マ
に
し
た
人
形

を
制
作
し
て
い
る
高
崎
市
在
住
の
人
形
作

家
・
竹た

け
も
と本
京き

ょ
うの
作
品
を
中
心
と
し
た
展
覧

会
で
す
。
色
鮮
や
か
な
絹
を
使
用
し
、
伝

統
的
な
日
本
の
四
季
を
表
現
し
た
か
わ
い

ら
し
い
人
形
を
展
示
し
ま
す　
　

観
覧
料　
一
般
＝
４
０
０
円
、
大
学
・
高

校
生
＝
２
５
０
円
、
中
学
生
以
下
＝
無
料

問　
☎
０
２
７
・
３
６
０
・
６
３
０
０

自
然
史
博
物
館
サ
イ
エ
ン
ス
・

サ
タ
デ
ー
「
よ
く
飛
ぶ
紙
と
ん

ぼ
を
つ
く
ろ
う
」

日　
9
月
7
日
、
14
日
、
21
日
、
28
日

（
い
ず
れ
も
土
曜
日
）　
午
後
２
時
～
３

時
（
受
け
付
け
は
１
時
30
分
か
ら
）

所　
県
立
自
然
史
博
物
館（
富
岡
市
上
黒
岩
）

内　
ト
ン
ボ
に
つ
い
て
学
ん
だ
後
、
紙
と

ん
ぼ
を
制
作
し
、
中
庭
で
飛
ば
し
ま
す

講
師　
当
館
職
員
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

対　
小
学
生
以
上
の
人

※
小
学
３
年
生
以
下
は
保
護
者
の
付
き
添

い
が
必
要

定　
各
30
人
先

￥　
無
料

申
し
込
み
方
法　
当
日
、
会
場
に
直

問　
☎
０
２
７
４
・
６
０
・
１
２
０
０

カ
ネ
コ
種
苗
ぐ
ん
ま
フ
ラ
ワ
ー

パ
ー
ク
「
花
と
暮
ら
し
た
昭
和

～
平
成
」
＊

日　
９
月
14
日
㈯
～
23
日
㈪　
午
前
９
時

～
午
後
５
時
（
入
園
は
４
時
30
分
ま
で
）

所　
カ
ネ
コ
種
苗
ぐ
ん
ま
フ
ラ
ワ
ー
パ
ー

ク
（
前
橋
市
柏
倉
町
）

内　
敬
老
の
日
に
合
わ
せ
、
昭
和
か
ら
平

成
を
家
族
3
世
代
で
振
り
返
る
こ
と
が
で

き
る
懐
か
し
く
楽
し
い
企
画
展
示
で
す
。

期
間
中
、
レ
ス
ト
ラ
ン
で
は
昭
和
の
学
校

給
食
を
再
現
し
た
メ
ニ
ュ
ー
を
提
供
す
る

他
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会
、
寄
せ

植
え
教
室
、
企
画
展
示
を
行
い
ま
す
。
ま

た
コ
ス
モ
ス
や
セ
ン
ニ
チ
コ
ウ
、
ダ
リ
ア

が
咲
き
競
い
、
初
秋
の
園
内
を
彩
り
ま
す

入
園
料　
一
般
＝
６
０
０
円
、
中
学
生
以

下
＝
無
料

問　

０
１
２
０
・
１
１
８
７
・
３
８

ぐ
ん
ま
天
文
台
「
た
か
や
ま
観

月
会
」
＊

日　
９
月
14
日
㈯　
午
後
７
時
～
９
時
30
分

所　
県
立
ぐ
ん
ま
天
文
台
（
高
山
村
中
山
）

内　
月
見
は
古
く
か
ら
続
く
年
中
行
事
の

一
つ
で
す
。
月
見
に
ま
つ
わ
る
話
を
聞
い

た
り
、
大
型
双
眼
鏡
で
月
を
観
望
し
た
り

し
て
、
月
見
を
楽
し
み
ま
す　
　

￥　
無
料

※
観
覧
料
が
か
か
り
ま
す

観
覧
料　
一
般
＝
３
０
０
円
、
大
学
・
高

校
生
＝
２
０
０
円
、
中
学
生
以
下
＝
無
料

申
し
込
み
方
法　
当
日
、
会
場
に
直

他　
歩
行
が
困
難
な
人
は
、
当
館
の
駐
車

場
と
会
場
の
間
を
送
迎
し
ま
す
。
駐
車
場

ト
イ
レ
横
の
イ
ン
タ
ー
ホ
ン
で
ご
連
絡
く

だ
さ
い

問　
☎
０
２
７
９
・
７
０
・
５
３
０
０

土
屋
文
明
記
念
文
学
館
「
紙
芝

居
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」

日　
９
月
16
日
㈪　
午
後
１
時
30
分
～
３

時
50
分

所　
県
立
土
屋
文
明
記
念
文
学
館
（
高
崎

市
保
渡
田
町
）

内　
複
数
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
が
、
館

内
２
会
場
同
時
に
紙
芝
居
を
上
演
し
ま
す
。

　
ま
た
紙
芝
居
実
演
家
・
菊き

く

池ち

好よ
し

江え

に
よ

る
実
演
な
ど
も
行
い
ま
す

￥　
無
料

申
し
込
み
方
法　
当
日
、
会
場
に
直

問　
☎
０
２
７
・
３
７
３
・
７
７
２
１

近
代
美
術
館
企
画
展
示
「
没
後
70

年
　
森も

り
む
ら村

酉と
り
ぞ
う三

と
そ
の
時
代
」
＊

日　
９
月
21
日
㈯
～
11
月
10
日
㈰　
午
前

９
時
30
分
～
午
後
５
時
（
入
館
は
４
時
30

分
ま
で
）

休　
月
曜
日
（
９
月
23
日
、
10
月
14
日
、

28
日
、
11
月
４
日
を
除
く
）、
９
月
24

日
、
10
月
15
日
、
11
月
５
日
（
い
ず
れ
も

火
曜
日
）

所　
県
立
近
代
美
術
館
（
高
崎
市
綿
貫
町
）

内　
高
崎
の
白
衣
大
観
音
像
の
原
型
を
手

掛
け
た
、
本
県
出
身
の
鋳
金
工
芸
家
・
森

村
酉
三
の
動
物
の
置
物
や
花
瓶
、
肖
像
な

ど
を
一
堂
に
集
め
た
展
覧
会
で
す

観
覧
料　
一
般
＝
８
２
０
円
、
大
学
・
高

校
生
＝
４
１
０
円
、
中
学
生
以
下
＝
無
料

問　
☎
０
２
７
・
３
４
６
・
５
５
６
０

歴
史
博
物
館
企
画
展｢

ハ
ー
ト

形
土
偶
　
大
集
合
!!｣

＊

日　
９
月
28
日
㈯
～
12
月
１
日
㈰　
午
前

９
時
30
分
～
午
後
５
時
（
入
館
は
４
時
30

分
ま
で
）

※
国
宝
・
仮
面
土
偶
は
10
月
20
日
㈰
ま
で

休　
月
曜
日
（
10
月
14
日
、
28
日
、
11
月

４
日
を
除
く
）
、
10
月
15
日
、
29
日
、
11

月
５
日
（
い
ず
れ
も
火
曜
日
）

所　
県
立
歴
史
博
物
館
（
高
崎
市
綿
貫
町
）

内　
東
吾
妻
町
で
出
土
し
た
ハ
ー
ト
形
土

偶
が
65
年
ぶ
り
に
群
馬
に
帰
っ
て
き
ま

す
。
ま
た
縄
文
土
器
に
初
め
て
芸
術
性
を

見
い
出
し
た
、
岡お

か
　
も
と
　
た
　
ろ
う

本
太
郎
の
作
品
も
展
示

し
ま
す

観
覧
料　
一
般
＝
６
０
０
円
、
大
学
・
高

校
生
＝
３
０
０
円
、
中
学
生
以
下
＝
無
料

問　
☎
０
２
７
・
３
４
６
・
５
５
２
２

館
林
美
術
館
「
ピ
カ
ソ
展
―
ゲ

ル
ニ
カ
［
タ
ピ
ス
リ
］
を
め
ぐ

っ
て
」
＊

日　
10
月
５
日
㈯
～
12
月
８
日
㈰　
午
前

９
時
30
分
～
午
後
５
時
（
入
館
は
４
時
30

分
ま
で
）

休　
月
曜
日
（
10
月
14
日
、
28
日
、
11
月

４
日
を
除
く
）
、
10
月
15
日
㈫
、
11
月
５

日
㈫

所　
県
立
館
林
美
術
館
（
館
林
市
日
向
町
）

内　
20
世
紀
を
代
表
す
る
芸
術
家
・
パ
ブ

ロ
・
ピ
カ
ソ
の
大
作
《
ゲ
ル
ニ
カ
》
を
原

寸
大
に
織
っ
た
タ
ピ
ス
リ
を
中
心
に
、
関

連
作
品
や
資
料
を
通
し
て
《
ゲ
ル
ニ
カ
》

の
意
味
と
背
景
、
ピ
カ
ソ
芸
術
に
つ
い
て

考
え
ま
す

観
覧
料　
一
般
＝
８
２
０
円
、
大
学
・
高

校
生
＝
４
１
０
円
、
中
学
生
以
下
＝
無
料

問　
☎
０
２
７
６
・
７
２
・
８
１
８
８

右：重要文化財　ハート形土偶　東吾妻町郷原出土
個人蔵（東京国立博物館保管）　画像提供：東京国
立博物館　Image:TNM Image Archives
左：国宝　仮面土偶　長野県中ッ原遺跡出土　茅野
市蔵（茅野市尖石縄文考古館保管）

竹本 京「秋の味覚」

昨年の展示の様子

制作する紙とんぼ

榛名神社参道

「青銅置物みみずく」
個人蔵　　　　　

「鋳
ちゅう

銅
ど う

鯰
なまず

置
お き

物
も の

」（1948 年）
伊勢崎市教育委員会蔵

「鋳
ちゅう

銅
ど う

鳳
ほ う

凰
お う

香
こ う

炉
ろ

」（1929 年）
個人蔵



読者アンケートへの回答
はがき・メールを紹介します

※掲載された人には、ぐんまちゃん
のぬいぐるみをプレゼントします

当

（8）ぐんま広報　令和元年9月 1日発行

◆「ぐんまスーパーキッズプロジ
ェクト」を通し、子どもたちがス
ポーツに親しめる機会が増えるこ
とは素晴らしいことだと思います。
　子どもたちが夢を持ち、それに
向かって頑張るきっかけになれば
いいなと思います。　　
� （伊勢崎市　57歳）

◆ヘルプマークとヘルプカードの
交付は、私のように見た目では分
かりづらい、在宅で医療を受けて
いる者としてはとてもうれしいです。
　本当に支援が必要な人が手助け
してもらえるよう、正しく活用さ
れることを願っています。
� （昭和村　39歳）

　私は今まで身近に認知症の

人がいなかったため、漠然と

怖いイメージがありました。

しかし症状について詳しく聞

いたりカフェで生き生きと話

す人たちの姿を見たりして、

考えを改めさせられました。

　認知症の人と共にみんなが

安心して暮らせる社会にでき

たら良いと思いました。まず

は近所で困っている人がいた

ら、勇気を出して声を掛けて

みようと思います。

　　　　　　　　　�（見城）

広告の内容に関する一切の責任は、広告主に帰属するものです。この広告内容を県が推奨・保証等するものではありません

名称 日程・時間 会場 内容　 費用 問い合わせ先

御殿のお月見
会

９月13日（金）
午後5時30分～８
時

国指定名勝楽山
園（甘楽町小幡）

ライトアップした夜の楽山園を楽しめる
特別な日です。「宵街縁日」や望遠鏡に
よる天体観測も行います

一般=300円、
中学生以下=無
料

甘楽町教育委員会
☎0274-74-3131
Ｆ0274-74-4685

沼田花火大会
９月14日（土）
午後７時～７時45
分

沼田市運動公園
（沼田市硯田町）

最先端の音楽花火パフォーマンスを織り
交ぜた、１万発以上の打ち上げ花火が間
近で見られる迫力満点の花火大会です

無料

沼田花火大会実行委員
会
☎0278-23-1137
Ｆ0278-24-0715

中之条ビエン
ナーレ

９月23日（月）まで
午前９時30分～午
後５時

イサマムラ（旧
伊参小学校）　
（中之条町五反
田）他

国内外で活躍するアーティストが集ま
り、温泉街や木造校舎など、街中の至る
所に現代美術作品が展示されます

一般=1500
円、高校生以
下=無料

中之条ビエンナーレ事
務局
☎0279-75-3320
Ｆ0279-26-2230

応募方法　はがき、ファクス、Ｅメールまたは「ぐんま
電子申請受付システム」。①パズルの答え ②郵便番
号 ③住所  ④氏名（ふりがな） ⑤年齢 ⑥今月のぐん
ま広報へのご意見・ご感想 ⑦希望の賞品名を書
いてください（Ｅメールは件名に「クロスワードパズ
ル９月」と記入してください）
応募先
・ はがき　〒371-8570 広報課クロスワードパズル係
・ ファクス　027-243-3600
・ Ｅメール　crossword@pref.gunma.lg.jp
・ 電子申請（URLが変わりました） https://s-kantan.
jp/pref-gunma-u/
※右図から読み取れます
応募期限　９月11日（水）消印有効
※ファクス、Ｅメール、電子申請は
11日送信分まで
賞品　次の中から希望のものを一つ明記してください
近代美術館、館林美術館、歴史博物館、自然史博物館、
土屋文明記念文学館、日本絹の里、カネコ種苗ぐんま
フラワーパーク、ぐんま天文台、ぐんま昆虫の森、ぐん
まちゃんトートバッグ、ぐんまちゃんグッズ、ザスパクサツ
群馬（10月27日カターレ富山戦）、群馬クレインサンダ
ーズ（今シーズンホームゲーム共通）、群馬交響楽団定
期演奏会（11月23日）
※当選者の発表は、賞品の発送をもって代えさせ
ていただきます

８月号の読者アンケートの回答総数は566通でした。
たくさんのご回答・ご意見をありがとうございました。

　正解者の中から抽選で「県有施設の無
料ご招待券（２枚組み）」などを各５人に
プレゼントします

クロスワードパズル １ 道が交わる所に面している土地
２ 本物に見せかけた物。○○物
３ 胸のすくような優れた行い
５ 商品が完売すること
８ 物事の組み立てられ方、構造
10 マッチなどに含まれる物質。元素記号P

２ 動物や魚を煮出してできる物質。接着剤
として使われる

４ 名字が同じこと
６ ほこり。○○も積もれば山となる
７ 囲碁や将棋を職業とする人
９ 物事に立ち向かう精神力
11 店先に掲げる布

たてのかぎ

よこのかぎ

C
9 10

31

4

B

E

5

6

D

F

2

A

87

11

答え：Ａ～Fを順番に並べると？

A B C D E F

イベント情報 ※「ググっとぐんま公式サイト」（https://gunma-dc.net/)などに掲載されて
いるイベントの一部を紹介します。詳しくはお問い合わせください

※内容が変更になることがありますので、お出掛けの際はご確認ください

知事の活動を配信中！
山本知事の記者会見をライブ配信する他、日々の活動を県公式ツイッター、フェイスブックなどで配信
しています。詳しくはＨをご覧ください
Ｈhttps://www.pref.gunma.jp/chiji/index.html� ※右図から読み取れます


